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令
和
七
年
度
　
通
常
総
会
を
開
催

の
見
直
し
に
向
け
た
相
談
体
制
を
強

化
し
ま
す
。

・�

中
小
小
規
模
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化

へ
の
取
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
ク
ラ
ウ
ド
型
記
帳
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
経
理
業
務
の
効
率
化
や
情
報
発

信
ア
プ
リ
に
よ
る
タ
イ
ム
リ
ー
な
施

策
情
報
の
提
供
に
よ
り
経
営
力
向
上

を
推
進
し
ま
す
。

・�

物
産
展
や
商
談
会
へ
の
出
展
を
通
じ

た
販
路
開
拓
支
援
の
他
、
S
N
S
や

E
C
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
新
た
な
販

売
方
法
や
集
客
方
法
の
活
用
支
援
を

推
進
し
ま
す
。

・�

中
小
小
規
模
事
業
者
が
、
各
種
法
制

度
の
改
正
や
経
営
環
境
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
の
商
工
会
の
相
談
体
制

を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
雇
用
確
保

対
策
や
働
き
方
改
革
に
向
け
た
支
援

を
行
い
ま
す
。

・�

経
営
発
達
支
援
計
画
の
策
定
・
実
行

支
援
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
面
的
な
支
援
体
制
の
強
化
を
図
り

ま
す
。

・�「
事
業
継
続
力
強
化
計
画
」
の
普
及

を
通
じ
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

力
の
強
化
を
図
る
と
と
と
も
に
、

事
業
者
の
G
X
へ
の
取
組
み
を
推

進
し
ま
す
。

・�

県
下
統
一
行
動
目
標
の
浸
透
を
図
る

と
と
も
に
、
目
標
達
成
に
向
け
た
取

組
み
を
支
援
し
ま
す
。

・�

商
工
会
機
能
の
維
持
と
支
援
水
準
の

向
上
に
向
け
て
、
小
規
模
商
工
会
を

中
心
と
し
た
広
域
連
携
体
制
の
整
備

を
推
進
し
ま
す
。

・�

商
工
会
、
青
年
部
及
び
女
性
部
活
動

を
通
じ
て
経
営
者
・
組
織
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
資
質
向
上
を
図
る
研
修
・
事

業
等
を
実
施
し
ま
す
。

・�

特
に
も
十
一
月
に
本
県
で
開
催
さ
れ
る

商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
の
成
功
に
向

け
、
青
年
部
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

・�
優
良
な
職
員
の
確
保
に
向
け
求
人
情

報
を
効
果
的
に
行
う
と
と
も
に
、
若

手
職
員
の
育
成
を
強
化
し
ま
す
。

・�

商
工
会
D
X
推
進
計
画
を
策
定
し
、

事
業
の
改
善
や
効
率
化
等
を
目
的
と

し
た
D
X
を
推
進
し
ま
す
。

・�

知
事
・
国
会
議
員
等
へ
の
要
望
及
び

懇
談
会
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・�

各
市
町
村
に
お
け
る
小
規
模
企
業
振

興
条
例
策
定
を
推
進
し
ま
す
。

令
和
七
年
度

令
和
七
年
度  

商
工
会
連
合
会
重
点
事
業

商
工
会
連
合
会
重
点
事
業

　
令
和
六
年
度
第
二
回
臨
時
総
会
が
、

三
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
、
令
和

七
年
度
の
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
令
和
七
年
度
は
、
本
会
中
期
計
画
の

目
標
で
あ
る
「
会
員
企
業
の
未
来
に
貢

献
す
べ
く
地
域
経
済
及
び
企
業
の
発
展

に
貢
献
で
き
る
、
よ
り
質
の
高
い
課
題

解
決
力
を
持
っ
た
商
工
会
」
の
実
現
に

向
け
て
、
髙
橋
会
長
を
は
じ
め
役
職
員

が
一
丸
と
な
り
、
次
の
六
つ
の
重
点
事

業
を
核
に
、
各
種
事
業
を
積
極
的
に
実

施
し
て
参
り
ま
す
。

・�

中
小
小
規
模
事
業
者
の
生
産
性
向
上・

経
営
力
向
上
に
向
け
て
、
経
営
力
再

構
築
伴
走
支
援
の
手
法
に
よ
る
自
走

化
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

・�

創
業
支
援
・
事
業
承
継
支
援
の
拡
充

強
化
を
図
り
ま
す
。

・�

広
域
支
援
制
度
の
充
実
に
よ
り
、

支
援
水
準
の
更
な
る
底
上
げ
を
図

り
ま
す
。

・�

厳
し
い
経
営
環
境
に
お
け
る
経
営
安

定
や
事
業
継
続
に
向
け
た
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
事
業
再
生
・
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
向
け
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

　
去
る
五
月
二
十
九
日
、
ホ
テ
ル
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン

グ
に
お
い
て
令
和
七
年
度
岩
手
県
商

工
会
連
合
会
通
常
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
開
会
に
あ
た
り
、
髙
橋
会
長

が
、
挨
拶
を
述
べ
た
後
、
来
賓
を
代

表
し
て
佐
竹
佳
典
東
北
経
済
産
業
局

長
、
達
増
拓
也
岩
手
県
知
事
、
工
藤

大
輔
岩
手
県
議
会
議
長
、
嶋
根
吉
彦

日
本
政
策
金
融
公
庫
盛
岡
支
店
国
民

生
活
事
業
統
轄
が
、
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
令
和

六
年
度
の
事
業
報
告
書
、
一
般
会
計

を
は
じ
め
と
す
る
五
会
計
の
収
支
決

算
書
の
ほ
か
、
定
款
の
一
部
改
正
を

含
め
、
全
七
議
案
が
原
案
の
と
お
り

承
認
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
役
員
の
補
欠
選
任
で
は
、

理
事
の
小
林
周
平
県
青
連
会
長
が
退

任
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
県
青
連
会

長
に
就
任
し
た
兼
澤
幸
男
会
長
が
新

し
く
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
総
会
に
先
立
ち
次
の
商
工

会
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

■
組
織
強
化
優
良
商
工
会（
六
商
工
会
）

　�

矢
巾
町
商
工
会
、
洋
野
町
商
工
会
、

九
戸
村
商
工
会
、田
野
畑
村
商
工
会
、

紫
波
町
商
工
会
、
滝
沢
市
商
工
会

■
経
営
革
新
優
良
商
工
会（
三
商
工
会
）

　
前
沢
商
工
会
、
洋
野
町
商
工
会
、

　
二
戸
市
商
工
会

■
福
祉
向
上
優
良
商
工
会

①
商
工
貯
蓄
共
済
の
部（
六
商
工
会
）

　�

前
沢
商
工
会
、
野
田
村
商
工
会
、

　
岩
手
町
商
工
会
、
一
戸
町
商
工
会
、

　
金
ケ
崎
町
商
工
会
、
軽
米
町
商
工
会

②
会
員
福
祉
共
済
の
部（
二
商
工
会
）

　�

八
幡
平
市
商
工
会
、
滝
沢
市
商
工
会

挨拶を述べる髙橋富一県連会長

経営革新優良商工会の表彰を受ける
前沢商工会三浦会長（左）

兼澤幸男新理事

　
物
価
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
等

事
業
環
境
変
化
に
対
応
し
た
企
業
の

事
業
継
続
支
援
及
び
デ
ジ
タ
ル
化
支
援

二

　
経
営
発
達
支
援
計
画
の
推
進
等
に

よ
る
地
域
経
済
活
性
化
支
援

三

　
経
営
力
再
構
築
伴
走
支
援
手
法
に

よ
る
次
世
代
の
地
域
経
済
け
ん
引

企
業
の
創
出

一

　
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
業
務
効
率
化

と
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
及
び
行
政

機
関
等
と
の
連
携
強
化

六 　
組
織
改
革
の
推
進
に
よ
る
実
効
性

の
高
い
組
織
体
制
の
整
備

四　
将
来
の
地
域
・
組
織
を
担
う
人
材

確
保
・
育
成
の
強
化

五
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岩手県商工会女性部連合会
令和7年度通常総会開催

岩手県商工会青年部連合会
令和7年度通常総会開催

　令和 7年度岩手県商工会女性部連合会通常総会を 5
月 9日盛岡市「ホテルメトロポリタン盛岡」にて開催
しました。
　総会開催にあたり木村会長より、能登半島地震義援
金協力への御礼、昨年度は、主張発表岩手県大会をブ
ロック幹事による持ち回り制を再開し二戸市にて開催
したこと、全国大会において髙橋部員（西和賀）が最
優秀賞を受賞したほか、組織的に部員増強運動に取り
組んだこと等事業を実施した旨挨拶がありました。
　議案に入る前に、部員増強運動で優秀な成績をおさ
めた雫石・陸前高田・遠野商工会女性部に表彰状が伝
達されました。
　議案審議では、軽米町商工会女性部の君成田部長が
議長を務め、第 1～第 3号議案まで承認されました。
　また、第 4号議案の任期満了に伴う役員の選任では、
木村会長が再任されました。

　令和 7年 5月 8日に令和 7年度岩手県商工会青年
部連合会通常総会が、盛岡市「岩手県商工会連合会館」
で開催されました。
　令和 7年度の県青連事業は、商工会青年部全国大会
が本県開催となることから、大会成功を最重要課題と
して位置づけ、県下青年部員一丸となって取り組んで
いくこととしています。また、本年度のスローガンを
「限界なき挑戦～共に一歩前へ～」とし、全国大会は
もちろんのこと、各種事業が青年部員の成長に繋がる
よう努めていく旨、令和 7年度事業計画の中で説明が
行われ、令和 6年度の事業報告、全国大会特別会計収
支予算等と併せて全議案が承認されました。
　なお、任期満了に伴う役員改選が行われ、新会長に
大槌商工会青年部の兼澤幸男氏が選任されました。

就任の挨拶を述べる木村県女性連会長（中央）と新県女性連役員 所信表明を行う兼澤新会長（右）と新県青連役員

　
四
月
二
十
九
日
に
発
令
さ
れ
た
令
和
七
年
春
の

叙
勲
・
褒
章
に
お
い
て
、次
の
六
名
の
方
々
が
叙
勲
・

褒
章
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（二戸市商工会 会員）
戸舘 一宏 氏

●
瑞
宝
双
光
章

（山田町商工会 理事）
横田 博安 氏

●
藍
綬
褒
章

（紫波町商工会 会員）
岩舘 佐吉 氏

 （野田村商工会 会員）
藤森 俊勝 氏

（山田町商工会 特別会員）
昆 定夫 氏

（遠野商工会 元理事）
松田 克之 氏

●
瑞
宝
単
光
章

令和令和77年 春の叙勲・褒章受章者のご紹介年 春の叙勲・褒章受章者のご紹介

岩手県商工会青年部連合会・女性部連合会事業報告岩手県商工会青年部連合会・女性部連合会事業報告



商工会いわて
4

嘱託職員のご紹介と専門家派遣制度について嘱託職員のご紹介と専門家派遣制度について
◎経営安定特別相談室
　 取引先の倒産、融資相談、事業承
継や相続問題等について専門家が相談
対応に当たります。

◎事業環境変化対応型支援事業
　 エネルギー価格・物価の高騰、賃上
げ・最低賃金引き上げ、インボイス制
度等への対応に向け、専門家の派遣等
を通して支援します。

◎制度改正等の課題解決環境整備事業
　労働法制、税制度、民法等の制度改
正等により生じる諸課題への対応や生
産性向上に向け、専門家の派遣等を通
して支援します。

◆商工会では、皆様の経営における幅広いお悩みを解決するため、下記
嘱託専門指導員を配置するとともに、「専門家派遣制度」による支援を行っ
ています。

Column
～髙橋嘱託 編～

社会保険労務士
髙橋　宏治　嘱託専門指導員

労働社会保険・人事労務関係が主たる専門分野で財政状態・経営
成績を考慮しつつ様々なアドバイスを行っております。

「大人手不足時代」「大賃上げ時代」「大転職時代」に「大人手不足時代」「大賃上げ時代」「大転職時代」に
おける中小事業主の生存戦略おける中小事業主の生存戦略

【情報担当】 【経営革新担当】【労務担当】

【事業環境変化対応型支援事業担当】 【制度改正等の課題解決環境整備事業担当】

ご利用の際には事前の相談が必要で
す。お気軽に商工会までお問い合わせ
下さい！

酒井 知

古澤 啓二

 髙橋 宏治

鈴木 登志朗

佐藤 史朗 熊谷 誠

伊藤 貴明 熊谷 敏裕

　現在、事業経営を取り巻く環境は大きな転換期を迎
えています。
　題名としました三つの潮流は、特に中小事業主に
とって、事業継続に直結する重要な経営課題となって
います。
──「大人手不足時代」──
　第一に、急激な労働力人口減少局面により人材確保
がますます困難になる中で、最優先すべきは「人材
の定着」です。採用活動に注力する前に、現在の従
業員が安心して働き続けられる環境づくりに取り組
むことが不可欠です。労働時間の適正管理、柔軟な
働き方への対応、ハラスメント防止体制の整備など、
基本的な職場環境の改善が、信頼性と魅力を高める要
素となります。
──「大賃上げ時代」──
　第二に、物価高騰を背景に、賃金水準の引き上げは
社会的な要請となっており、2030 年までに最低賃金
を 1,500 円まで引き上ることが政府目標として議論さ
れています。しかし単純な賃金増加のみでは企業体力
を損なうリスクもあります。この課題に対しては、国
の各種助成金制度を活用することが一つの方策です。
たとえば「業務改善助成金」は、生産性向上への投資

と最低賃金付近の従業員賃金の先行引き上げを支援
する施策です。助成金は申請要件や手続きが煩雑な場
合もありますが、経営力向上を後押しする有効なツー
ルであることは間違いありません。こうした制度の活
用についても一緒に考えてまいりたいと思います。
──「大転職時代」──
　第三に、大転職時代への対応としては、人材育成と
キャリア支援が欠かせません。企業が従業員一人ひと
りの成長を支援し、場合によっては賃金体系をメン
バーシップ型からジョブ型へ切り替えることにより、
結果として優秀な人材の定着と企業競争力の向上に
つながります。

　これからの時代、変化に柔軟に対応し、環境整備と
人材戦略を着実に進めた企業が生き残ることができ
るでしょう。困難な状況だからこそ、丁寧に施策を積
み重ねていくことが、将来の大きな差につながりま
す。
中小事業主の皆様が、この激動の時代を乗り越え、持
続的な成長を実現できるよう、微力ではありますが支
援してまいります。
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国・県の補助金等を活用し、国・県の補助金等を活用し、
自社の経営力向上につなげましょう！自社の経営力向上につなげましょう！

新事業進出補助金新事業進出補助金

 IT IT導入補助金導入補助金

ものづくり・商業・サービス補助金ものづくり・商業・サービス補助金

省力化投資補助金省力化投資補助金
新市場・高付加価値事業への進出にかかる設備
投資等を後押しする補助金です。

業務の効率化や DX の推進、セキュリティ対策
を後押しする補助金です。

新製品・新サービスの開発に必要な設備投資等
を後押しする補助金です。

人手不足解消に効果のある「省力化投資」を後
押しする補助金です。

対象経費 カタログに登録された省力化製品や
オーダーメイド設備等の導入経費 等

補 助 額 200 万円～ 1 億円

補 助 率 1 ／ 2 ～ 2 ／ 3

対象経費 ソフトウェア・ハードウェア購入費、ク
ラウド利用料（最大 2 年分） 等

補 助 額 5 万円～ 3,000 万円

補 助 率 1 ／ 2 ～ 4 ／ 5

対象経費 機械装置・システム構築費、クラウド
サービス利用費、原材料費 等

補 助 額 750 万円～ 3,000 万円

補 助 率 1 ／ 2 ～ 2 ／ 3

対象経費 備品機械設備等購入費、施設取得費・
施設改修費、謝金、旅費、委託費 等

補 助 額 50 万円～ 100 万円

補 助 率 1 ／ 2

対象経費 機械装置・システム構築費、建物費、
知的財産権等関連経費 等

補 助 額 750 万円～ 9,000 万円

補 助 率 1 ／ 2

　国・県では、物価高や構造的な人手不足等、厳しい経営環境に直面する中小企業・小規模事業者に対し、
「生産性向上・省力化投資」、「持続的な賃上げ」等に活用できる補助金や助成金を制度化しています。

　商工会は、経営革新等認定支援機関として、事業者の皆様に伴走支援（事業計画の確認や策定支援、
補助事業実行支援、精算支援等）を行っております。
　各種補助金の詳細等、商工会へお気軽にお問い合わせ下さい。

補助金等活用のポイントは、早めの計画策定です！
申請を検討される場合、まずは最寄りの商工会へご相談ください。

詳細は
こちら▶

詳細は
こちら▶

詳細は
こちら▶

岩手県事業承継補助金岩手県事業承継補助金
事業承継を契機とした新たな取組みや第三者承
継に向けた取組みを後押しする補助金です。

詳細は
こちら▶

業務改善助成金業務改善助成金
労働者の賃金引き上げのための生産性向上を後
押しする助成金です。

対象経費
事業場内最低賃金の引き上げと生産
性向上を目的に行う機械設備導入等
にかかる費用

助 成 額 60 万円～ 600 万円 詳細は
こちら▶

詳細は
こちら▶
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令
和
六
年
度
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催地域中小企業振興策について

講演いただいた宮窪大作氏

挨拶を述べる髙橋会長

代表取締役 
下苧坪 之典

大阪万博の魅力について
講演いただいた斎藤芳徳氏

　
令
和
七
年
三
月
五
日
に
、
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
ニ
ュ
ー
ウ
イ

ン
グ
に
お
い
て
、
令
和
六
年
度
ト
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
商
工
会
の
役
員
、
青
年
部
お
よ
び

女
性
部
役
員
を
対
象
と
す
る
同
セ
ミ

ナ
ー
に
は
、
総
勢
百
七
十
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
東
北
経
済
産

業
局
産
業
部
長
の
斎
藤
芳
徳
氏
に

「
大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催
と
今
後

の
地
域
商
工
業
の
活
性
化
施
策
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
、
全
国
商
工
会
連

合
会
地
域
経
済
再
生
本
部
長
の
宮
窪

大
作
氏
に
「
今
後
の
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
振
興
と
商
工
会
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
斎
藤
芳
徳
氏
の
講
演
で
は
、
開
幕

か
ら
の
一
週
間
で
一
般
入
場
者
数
が

約
五
十
二
万
人
に
達
し
、
現
在
も
大

き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
大

阪
万
博
に
つ
い
て
、
多
様
な
生
命
の

　
四
月
十
五
日
に
、
盛
岡
市
「
エ
ス

ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て
」
に
お
い
て
、
商

工
会
地
区
が
選
挙
区
の
岩
手
県
議
会

議
員
や
岩
手
県
の
箱
石
商
工
労
働
観

光
部
長
、
菅
原
経
営
支
援
課
総
括
課

長
を
招
聘
し
、
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
県
内
商
工
会
長
等
と
岩
手
県

議
会
議
員
六
十
四
名
参
加
の
も
と
、

商
工
会
が
直
面
す
る
課
題
や
事
業
者

の
現
状
の
共
有
や
小
規
模
企
業
振
興

基
本
計
画
等
に
関
す
る
研
修
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
商
工
会
側
か
ら
は
、
最
新
の
景
況

調
査
結
果
に
基
づ
く
、
経
営
上
の
課

題
や
賃
上
げ
や
価
格
転
嫁
に
関
す
る

問
題
点
等
に
つ
い
て
報
告
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
の
商
工
会
に
よ
る

経
営
革
新
等
の
支
援
実
績
に
つ
い

て
、
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
懇
談
会
で
は
、
東
北
経
済
産

業
局
　
経
営
支
援
課
　
秋
元
一
孝

課
長
を
講
師
と
し
、「
第
三
期
小

規
模
企
業
振
興
基
本
計
画
の
概
要

と
今
後
の
中
小
企
業
政
策
」
を

テ
ー
マ
に
、
三
月
に
閣
議
決
定
と

な
っ
た
同
基
本
計
画
の
内
容
等
に

つ
い
て
、
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
第
三
期
目
と
な
る
「
小
規
模
企

業
振
興
基
本
計
画
」
は
、
小
規
模

事
業
者
が
地
域
経
済
や
社
会
を
支

え
る
中
核
的
な
存
在
と
し
て
、「
自

ら
稼
ぐ
力
」
の
向
上
と
「
経
営
の

自
走
化
」
を
進
め
、
持
続
可
能
な

地
域
経
済
の
好
循
環
を
実
現
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
支
援

機
関
の
体
制
強
化
な
ど
も
盛
り
込

ま
れ
今
後
、
各
種
施
策
が
展
開
さ

れ
ま
す
。

　
本
懇
談
会
で
は
、
地
域
の
事

業
者
が
抱
え
る
課
題
を
共
有
す

る
と
と
も
に
、
国
の
施
策
の
方

向
性
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く

機
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後

も
こ
う
し
た
懇
談
会
を
開
催
し
、

商
工
業
者
の
声
が
県
政
に
し
っ

か
り
届
く
よ
う
、
対
話
を
重
ね

て
い
く
予
定
で
す
。

あ
り
方
を
問
う
八
つ
の
テ
ー
マ
館
と

各
国
の
多
様
な
文
化
を
反
映
し
た
海

外
パ
ビ
リ
オ
ン
の
魅
力
を
、
詳
細
に

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
宮
窪
大
作
氏
の
講
演
で
は
、
地
方

の
誇
り
を
取
り
戻
す
べ
く
、
地
域
の

活
力
を
創
り
、
事
業
者
へ
の
支
援
機

能
を
強
化
す
る
各
種
の
施
策
に
つ
い

て
、「
ふ
る
さ
と
・
人
・
土
地
を
創
る
」

こ
と
に
懸
け
る
熱
い
思
い
を
込
め
、

力
強
く
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
各
商
工
会
の
役
員
、
青
年
部
お
よ

び
女
性
部
役
員
が
一
堂
に
会
す
る
同

セ
ミ
ナ
ー
は
、
同
一
の
目
標
意
識
を

各
役
員
が
共
有
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
解
決
策
に
つ
い
て
互
い
を
啓
発
し

合
う
、
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
も
開
催
さ
れ
て
い
る
大
阪
万

博
は
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者

が
訪
れ
、
多
大
な
経
済
効
果
を
も
た

ら
す
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
大
阪
万

博
等
を
追
い
風
に
、
本
セ
ミ
ナ
ー
を

契
機
に
し
た
岩
手
県
の
商
工
業
を
活

性
化
す
る
各
種
活
動
の
展
開
に
、
今

後
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

岩
手
県
議
会
議
員

岩
手
県
議
会
議
員（
商
工
会
地
区
）

（
商
工
会
地
区
）

　
　
　
　

　
　
　
　
と
の
懇
談
会
を
開
催

と
の
懇
談
会
を
開
催

小
規
模
企
業
振
興
基
本
計
画
の

　
　
　
概
要
等
に
関
す
る
研
修

第
三
期

Forbes JAPAN NEXT100Forbes JAPAN NEXT100 北三陸ファクトリー 下苧坪之典 代表 選出！！北三陸ファクトリー 下苧坪之典 代表 選出！！

　元岩手県商工会青年部連合会長の株式会社北三陸ファクトリー（洋野町）下
苧坪 代表が、『Forbes JAPAN』2025 年 6 月号にて「NEXT100」に選出されま
した。「NEXT100」は、革新的かつ社会的意義のある取り組みに挑む次世代の
起業家 100 人を全国から選出する企画です。
　選出理由としては、磯焼けにより価値を失ったウニを再生型養
殖によって高付加価値化し、藻場の再生と生態系回復を実現する
モデルが高く評価されたことに加え、地域資源を活かしたブルー
エコノミーへの挑戦が挙げられています。

◆下苧坪氏コメント◆
「世界の海を豊かにする」
というビジョン の もと、
今後も地域と地球の未来
を見据え、水産業の新た
な可能性に挑み続けてま
いります。会社情報は

こちらから
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5 団体の代表者
（左から小山田会長、谷村会長、達増知事、髙橋会長、日當理事長）

県産木材を多く活用した店内は、板張り
から壁塗りまで、ほぼスタッフの手作り

社 　 名：株式会社うちむら家具
代 表 者：代表取締役　内村 健太朗
事業内容：家具、インテリア用品等の販売
本社所在地：紫波郡矢巾町広宮沢10-501-22

　
岩
手
県
産
木
材
の
利
用
促
進
を
目
的

と
し
て
、
岩
手
県
と
本
会
、
他
関
係
団

体
（
岩
手
県
商
工
会
議
所
連
合
会
、
岩

手
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
、
岩
手
県

木
材
産
業
協
同
組
合
）
に
お
い
て
県
産

木
材
の
安
定
供
給
と
利
用
促
進
を
目
的

と
し
て
「
岩
手
県
産
木
材
等
の
利
用
拡

大
に
関
す
る
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協

定
」
を
四
月
二
十
一
日
、
岩
手
県
庁
に

て
締
結
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
締
結
団
体
が
連
携
し
、
県
産

木
材
の
さ
ら
な
る
活
用
と
木
造
建
築
の

普
及
に
向
け
た
取
り
組
み
、
積
極
的
な

情
報
発
信
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

■
県
産
木
材
の
活
用
背
景

　
二
〇
一
八
年
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ェ
ー

ン
店
の
増
加
や
オ
ン
ラ
イ
ン
市
場
の
拡

大
が
進
む
中
、
家
具
店
の
新
た
な
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案
の
場
と
し
て
、「
お

客
様
が
、
暮
ら
し
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す

く
、
本
当
に
自
分
に
合
っ
た
家
具
選
び

が
で
き
る
場
所
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も

と
、「
時
と
場
の
提
案
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
、
有
機
質
な
店
づ
く
り
を
始
め

ま
し
た
。

　
当
社
と
同
規
模
の
他
社
店
舗
で
例
が

な
く
、
差
別
化
に
な
る
と
判
断
し
て
木

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
利
用
し
た
店
舗
設
計

に
拘
り
、
県
産
ス
ギ
が
天
然
木
よ
り
風

合
い
や
暖
か
み
が
感
じ
ら
れ
、
当
社
の

テ
ー
マ
に
マ
ッ
チ
す
る
こ
と
か
ら
積
極

的
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

■
県
産
木
材
活
用
の
効
果

　
県
産
木
材
の
仕
入
れ
・
改
装
は
、
当

社
の
従
業
員
の
み
で
行
い
ま
し
た
。「
長

く
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
雰
囲
気
」
と

「
落
ち
着
い
て
商
品
を
見
ら
れ
る
雰
囲

気
」
を
大
事
に
、
床
や
壁
・
柱
の
材
料

選
び
か
ら
デ
ザ
イ
ン
、
色
塗
り
の
細
部

ま
で
拘
り
ま
し
た
。
木
材
の
床
を
踏
む

音
や
経
年
に
よ
る
味
わ
い
、
木
の
香
り

な
ど
「
五
感
で
楽
し
め
る
有
機
質
な
店

舗
」
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　
お
客
様
か
ら
は
、「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
感

が
あ
っ
て
落
ち
着
く
雰
囲
気
」、「
温
か

み
が
あ
り
、
時
間
が
ゆ
っ
た
り
す
ぎ
て

い
く
感
覚
」
と
い
っ
た
心
地
よ
い
空
間

に
対
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
、
実
際
に
店

舗
滞
在
時
間
も
長
く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
一
人
一
人
が
店
づ

く
り
に
主
体
的
に
携
わ
っ
た
結
果
、
修

繕
を
自
分
達
で
出
来
る
よ
う
に
な
り
、

全
員
の
デ
ザ
イ
ン
力
・
ア
イ
デ
ア
力
が

向
上
し
、「
店
へ
の
愛
着
心
」、「
物
を

大
事
に
す
る
心
」、「
常
に
上
を
目
指
す

姿
勢
」
が
醸
成
さ
れ
た
こ
と
は
非
常
に

良
か
っ
た
で
す
。

■
今
後
の
展
望

　
当
社
は
今
後
、「
モ
ノ
・
コ
ト
」
か
ら
、

一
歩
進
ん
だ
「
ト
キ
（
時
）」
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
県

産
木
材
を
使
っ
た
「
う
ち
む
ら
家
具
独

自
の
空
間
」
に
よ
り
、
お
客
様
へ
「
特

別
な
ト
キ
」
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

県
産
木
材
活
用
事
例
の
紹
介

県
産
木
材
活
用
事
例
の
紹
介

　岩手県労働委員会では、経営者や人事・総務担当の方からも、職
場のパワハラ・嫌がらせ、賃金・手当、退職など様々な労働相談を
お受けしております。
　トラブルの解決・未然防止に向け、フリーダイヤル「労働相談なん
でもダイヤル 0120-610-797（ろうどうでなくな）」をご活用ください。
　また、人材の採用・定着に向け、働きやすい労働環境を考えるた
め、基本的なワークルールを確認しませんか？ 研修会や各種会議に、
講師派遣料無料の当委員会の出前講座を是非ご利用ください。お申
し込みは 019-629-6277 へ。

●●無料労働相談会のご案内〔6 月、7 月〕無料労働相談会のご案内〔6 月、7 月〕

毎月ご加入
いただけます‼

お問い合わせは
お近くの商工会へ！

ご加入できる方

全国商工会会員福祉共済

商工会の福祉共済

けが・病気・がんに

しっかり備える
「病気」の
補 償

トータル
「がん」補償シンプル

「がん」補償
「けが」の
補 償 大切な、商工会会員の皆さま、だからこそ加入できる特別な制度です!

※ただし2024年11月1日時点での満年齢が満6歳以上満80歳以下（シニア医
療特約・シニアトータル「がん」プラン・シニアシンプル「がん」プランでは新規ご
加入は満74歳以下）の方に限ります。「家族」とは…①配偶者、父母、子　②同居
かつ扶養している祖父母・兄弟姉妹・孫　③配偶者の父母をいいます。

※万一、商工会からの脱退や退職等により、加入者資格を喪失した場合には、お手
数ですが、ご加入の商工会へご連絡くださいますようお願いいたします。

福祉共済加入者・被共済者の皆様は、自動的に商
工会プラチナ倶楽部の会員になり、「ベネフィット・
ステーション」（運営：ベネフィット・ワン）の優待
サービスをご利用いただけます!

あなたも家族も
まるごと守る！
頼れる補償の

商工会の会員とその家族、会員の従業員とその家族、商工会・連合会の役職員とその家族であって健康な方が対象となります。
（「病気」の補償およびトータル「がん」補償・シンプル「がん」補償の場合、健康状態に関する告知義務があります。）

さらに福利厚生も充実！

　県内 8 箇所で、無料労働相談会を行っています。
　直近の日程は次のとおりで、事前に予約が必要です。
◎ 6/25（水）15:00 ～ 16:45　盛岡市
◎ 7/6（日）13:00 ～ 16:00　大船渡市
◎ 7/25（金）15:00 ～ 16:45　盛岡市
※詳細については HP でご確認ください。
　岩手県労働委員会事務局（HP はこちら→ )
　無料労働相談の予約、お問い合わせは
　0120-610-797 まで【平日 9：00 ～ 17：00】

職場のトラブルで悩んでいませんか？
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ハローワークとともに
　再就職を支援します

相談・支援相談・支援

無料無料
厚生労働省と経済・産業団体の協力で1987年に設立された
公益財団法人です。全国ネットで再就職・人材確保の支援を
おこなっております。

【6つの取組で働くと雇用をサポート】
❶ 離職する従業員の方の再就職をサポート
❷ 人材を確保したい企業に対するサポート
❸ 雇用を維持するための在籍型出向をサポート
❹ 社員の人材育成やキャリアアップの出向をサポート
❺ 「キャリア人材バンク」で高齢者の再就職をサポート
❻ 社員のスキルアップや研修を目的とするセミナー

〈応援します、頑張るあなたの新職場!!〉
公益財団法人 産業雇用安定センター

（ジョブ産雇）

お気軽にご相談ください。

019 625 0434
〒020 -0022
盛岡市大通3 -3 -10
七十七日生盛岡ビル5階

岩手事務所

以上の実績26万人
設立以来、人材マッチング
信頼と安心

商工会いわて
8

◆【売上高】製造業と建設業の売上高D・I が改善、
　サービス業は 2期連続の悪化
　今期の売上高D・I は、製造業と建設業が改善に転じましたが、
小売業が悪化に転じ、サービス業は2期連続の悪化となりました。
　前期大幅に悪化していた製造業は改善に転じてマイナス幅を大
きく縮小、2期連続して大幅に悪化していた建設業は改善に転じ
ています。他方、サービス業は 2期連続の悪化となり、また、前
期改善に転じていた小売業も再び悪化となりました。
　製造業は 16.6 ポイントの増加により△ 3.4 まで上昇、建設業は
7.8 ポイントの増加により△ 22.2 まで上昇、サービス業は 2期連
続の減少により△ 16.6 まで低下、小売業も 5.0 ポイントの減少に
より△ 22.5 まで低下しています。
　来期は、製造業が 2期連続の改善により、プラス域に到達、建
設業も今期に引続き改善傾向が続きますが、サービス業、小売業
はほぼ今期と横ばいにとどまる見通しとなっています。

◆【採算】建設業を除く 3業種の採算D・I が悪化、建設業は 2桁台の改善
　今期の採算 D・I は、建設業のみが改善に転じましたが、製造業が悪化に転じ、サービス業は 3期連続の悪化、
小売業は 2期連続の悪化となっています。
　来期は、今期悪化していた製造業が再び改善に転じるほか、建設業は 2期連続の改善、サービス業、小売業の 2
業種も改善に転じることが見込まれています。

◆【資金繰り】建設業の資金繰りが改善、サービス業、小売業は 2期連続の悪化
　前期大幅に悪化していた建設業において資金繰りD・I が改善したものの、改善傾向にあった製造業が悪化に転じ、
サービス業、小売業では 2期連続の悪化となりました。
　来期は、製造業において資金繰りD・I の改善が見込まれるものの、建設業は今期と横ばい、サービス業、小売
業においては今期に引続き悪化することが予想されています。

中小企業景況調査結果の概要令和６年度第４四半期
（令和７年１月～３月）

業況天気図（売上D・I）

凡　例
売上高DI値

表　示

期間

業種

製 造 業

建 設 業

小 売 業

サービス業

100.0～
　　30.1

30.0～
　   10.1

10.0～
　 △10.0

△10.1～
　 △30.0

△30.1～
　 △100.0

令和6年
1～3月 4～6月

（見通し）

4～6月7～9月 10～12月

（今　期）
令和7年
1～3月

雨

雨

曇

曇 曇

曇 曇

曇 曇 曇

曇 曇曇曇 曇

曇 曇

薄曇

薄曇薄曇

薄曇

薄曇 薄曇 薄曇

薄曇

快晴 晴

晴

晴

注） D・I とは、景気動向指数の略で、増加（上昇、好転、長期化）企業と減少
（低下、悪化、短期化）企業の差を示すものです。


